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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド 
＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型） 

 

愛称：メトロポリス 

 
 

第17期（決算日：2019年７月10日） 

第18期（決算日：2019年10月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株

ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）」は、去

る10月10日に第18期の決算を行いましたので、法令

に基づいて第17期～第18期の運用状況をまとめてご

報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／国内／資産複合  特化型  

信 託 期 間 2025年４月10日まで（2015年５月８日設定） 

運 用 方 針 

円建ての外国投資信託であるＪリート アンド リアル
エステート エクイティ ファンド 米ドル・クラスの投
資信託証券への投資を通じて、主としてわが国の金融商
品取引所に上場している不動産株式および不動産投資
信託証券に実質的な投資を行います。また、当該外国投
資信託への投資を通じて、実質的な保有円建て資産に対
し、円売り・米ドル買いの為替取引を行います（このた
め、基準価額は米ドルの対円での為替変動の影響を受け
ます。）。なお、証券投資信託であるマネー・マーケット・
マザーファンドの投資信託証券への投資も行います。円
建ての外国投資信託への投資は高位を維持することを
基本とします。わが国の不動産株式およびリートの運用
にあたっては、三菱ＵＦＪ国際投信の助言のもと、三菱
ＵＦＪアセット・マネジメント（ＵＫ）が行います。ま
た、為替取引の運用は、クレディ・スイス・マネジメン
ト（ケイマン）リミテッドが行います。 

主 要 運 用 対 象 

三菱ＵＦＪ Ｊリート 
不動産株ファンド 
＜米ドル投資型＞ 
（３ヵ月決算型） 

Ｊリート アンド リアルエステート エ
クイティ ファンド 米ドル・クラスおよ
びマネー・マーケット・マザーファンド
の投資信託証券を主要投資対象とします。 

Ｊリート アンド 
リアルエステート 
エクイティ ファンド 
米ドル・クラス 

日本の不動産株式および不動産投資信託
証券を主要投資対象とします。 

マネー・マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象としま
す。外貨建資産への投資は行いません。 

主 な 組 入 制 限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準
価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決定しま
す。ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わ
ないことがあります。 

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

●ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信用リス
ク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けており、投資対
象に支配的な銘柄（寄与度*が10％を超える又は超える可能性の高い銘柄）
が存在し、又は存在することとなる可能性が高いものを、特化型としてい
ます。 

●ファンドは、わが国の不動産株式およびリートに実質的に投資します。わ
が国の不動産株式およびリートには、寄与度が10％を超える又は超える可
能性の高い支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄への投資が集中する
ことがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化が生じ
た場合には、大きな損失が発生することがあります。 
＊ 寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたりの時価総

額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あたりの構成比率
を指します。 

 

252329 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

９期(2017年７月10日) 7,923 0 3.4 － － 99.0 4,802 

10期(2017年10月10日) 7,933 0 0.1 － － 99.3 4,184 

11期(2018年１月10日) 8,550 0 7.8 － － 99.1 3,680 

12期(2018年４月10日) 8,014 0 △6.3 － － 99.1 3,141 

13期(2018年７月10日) 8,524 0 6.4 － － 98.0 3,268 

14期(2018年10月10日) 8,619 0 1.1 － － 98.0 3,063 

15期(2019年１月10日) 8,100 0 △6.0 － － 98.5 2,460 

16期(2019年４月10日) 8,853 0 9.3 － － 98.9 2,502 

17期(2019年７月10日) 9,038 0 2.1 － － 98.6 2,487 

18期(2019年10月10日) 9,816 0 8.6 － － 93.8 2,563 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第17期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年４月10日 8,853 － － － 98.9 

４月末 8,858 0.1 － － 99.0 

５月末 8,958 1.2 － － 98.5 

６月末 8,779 △0.8 － － 98.7 

(期  末)      

2019年７月10日 9,038 2.1 － － 98.6 

第18期 

(期  首)      

2019年７月10日 9,038 － － － 98.6 

７月末 9,047 0.1 － － 98.6 

８月末 9,107 0.8 － － 99.0 

９月末 9,704 7.4 － － 98.5 

(期  末)      

2019年10月10日 9,816 8.6 － － 93.8 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

運用経過
第17期～第18期：2019年４月11日～2019年10月10日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 1 7 期 首 8,853円
第 1 8 期 末 9,816円
既払分配金 0円
騰 落 率 10.9％

（円） （百万円）

0

5,000

10,000

15,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2019/４/10 2019/６/13 2019/８/９ 2019/10/９

純資産総額：右目盛
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ10.9％の上昇となりました。
基準価額の動き

低金利環境の持続期待などを背景に国内リート市況や不動産株式
が上昇したことなどが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米ドルが対円で下落したことなどが、基準価額の下落要因となり
ました。

下落要因

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

第17期～第18期：2019年４月11日～2019年10月10日

投資環境について

  株式・リート市況
不動産関連株式市況や国内リート市況は
上昇しました。
当作成期首から2019年７月末にかけての
不動産関連株式市況は、米国の保護主義
的な政策などを背景に貿易摩擦の拡大懸
念が強まる一方、オフィス空室率の低下
や賃料上昇の持続に加え、米国での利下
げ期待を背景とした国内長期金利の低下
などがサポート材料となり、一進一退で
推移しました。８月以降は、米連邦準備
制度理事会（ＦＲＢ）が金融政策の追加
緩和に踏み切るなど、世界経済悪化への
過度な警戒感が後退したことなどから、
上昇基調で推移しました。
国内リート市況については、リート各社
の緩やかな業績拡大が継続していること
に加えて、米国での利下げなどを背景に
国内外の長期金利が低下し、高い配当利
回りが期待できる国内リートに対する投

資魅力が高まったことなどから、当作成
期首から当作成期末まで上昇基調で推移
しました。

  為替市況
米ドルは対円で下落しました。
世界経済への警戒感や米中貿易摩擦など
を受けた投資家心理の悪化を背景に、リ
スク回避の円買いが進行し、当作成期を
通しては米ドルは対円で下落しました。

  国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調
整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、
2019年10月10日のコール・レートは
－0.011％となりました。

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファン
ド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
外国投資信託であるＪリート アンド リ
アルエステート エクイティ ファンド 米
ドル・クラスを高位に組み入れた運用を
行いました。また、マネー・マーケッ
ト・マザーファンド投資信託証券を一部
組み入れた運用を行いました。

  Ｊリート アンド リアルエステート 
エクイティ ファンド 米ドル・クラス
わが国の金融商品取引所に上場している
不動産株式およびリートを主要投資対象
とするとともに、保有円建て資産に対し
円売り・米ドル買いの為替取引を行う運
用を行いました。
投資する株式およびリートについては、
東京圏における売上・収益依存が高い、
あるいは今後の売上・収益の拡大が期待
され、東京圏の経済活性化により恩恵を

受けるか等の観点で選別した不動産株式
と、保有物件が主として東京圏にある国
内リートの中から、将来のキャッシュフ
ロー予測、保有不動産価値評価、業績予
想等の分析に基づき、銘柄選定を行いま
した。
組入銘柄数は43～48銘柄程度で推移させ
ました。主な売買動向については、ゴー
ルドクレスト、ＧＬＰ投資法人などを新
規に組み入れ、パーク２４、東京建物、
産業ファンド投資法人などのウエイトを
引き上げました。一方でフロンティア不
動産投資法人、いちごオフィスリート投
資法人などを全売却し、三井不動産、住
友不動産、日本プロロジスリート投資法
人などのウエイトを引き下げました。

  マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第17期 第18期
2019年４月11日～2019年７月10日 2019年７月11日～2019年10月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％） －（－％）

当期の収益 － －

当期の収益以外 － －

翌期繰越分配対象額 1,597 1,746

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファン
ド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
外国投資信託への投資を通じて、わが国
の金融商品取引所に上場している不動産
株式およびリートを高位に組み入れた運
用を行います。また、マネー・マーケッ
ト・マザーファンド投資信託証券を一部
組み入れた運用を行います。

  Ｊリート アンド リアルエステート 
エクイティ ファンド 米ドル・クラス
今後の不動産関連株式市況および国内
リート市況は、日銀の金融緩和政策を受
けて国内の低金利環境が当面維持される
とみられ、低水準のオフィス空室率など
を背景に総じて堅調に推移すると予想さ
れます。リートにおいては、引き続き利
回り商品として選好されると考えます。
このような市況のもと、個別銘柄ごとの
業績動向を見極めて選別投資を行ってい
く方針です。

東京圏の経済活性化の恩恵を受ける不動
産関連株式および保有物件が主として東
京圏にあるリートの中から、将来の
キャッシュフロー予測、保有不動産価値
評価、業績予想の分析に基づき、業績が
安定的かつバリュエーション面で割安感
のある銘柄への投資を中心に行います。
なお、保有円建て資産に対し、円売り・
米ドル買いの為替取引を行います。

  マネー・マーケット・マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、コール・ローンおよびＣＰ現先取引
等への投資を通じて、安定した収益の確
保をめざした運用を行う方針です。

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
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2019年４月11日～2019年10月10日

１万口当たりの費用明細

（注）  作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）  各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）  その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）  各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）  当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）  各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第17期～第18期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 53 0.592 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (18) (0.200) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (34) (0.378) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 1) (0.014) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 53 0.594

作成期中の平均基準価額は、9,003円です。

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.92％です。

（注） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注） ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.92

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.18

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.58

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.16

運用管理費用以外
0.16％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

運用管理費用
0.58％

運用管理費用
0.58％

投資先
ファンド
0.74％

投資先
ファンド
0.74％

運用管理費用
（投信会社）
0.40％

運用管理費用
（投信会社）
0.40％

当ファンド
1.18％
当ファンド
1.18％

運用管理費用
（販売会社）
0.75％

運用管理費用
（販売会社）
0.75％

総経費率
1.92％

三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年４月11日～2019年10月10日) 

 

 

銘 柄 
第17期～第18期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
Ｊリート アンド リアルエステート エクイティ ファンド 米ドル・クラス 11 83,592 44 341,700  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年４月11日～2019年10月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年10月10日現在) 

 

銘 柄 
第16期末 第18期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

Ｊリート アンド リアルエステート エクイティ ファンド 米ドル・クラス 330 297 2,404,099 93.8 

合 計 330 297 2,404,099 93.8 
 

（注） 比率は三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第16期末 第18期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 3,063 3,063 3,120 
 
 
 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年10月10日現在) 

項 目 
第18期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,404,099 93.1 

マネー・マーケット・マザーファンド 3,120 0.1 

コール・ローン等、その他 173,849 6.8 

投資信託財産総額 2,581,068 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第17期末 第18期末 

2019年７月10日現在 2019年10月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,495,907,269   2,581,068,744   

 コール・ローン等 39,616,977   173,848,838   

 投資信託受益証券(評価額) 2,453,170,292   2,404,099,906   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 3,120,000   3,120,000   

(B) 負債 8,347,174   17,671,328   

 未払解約金 1,101,550   10,343,496   

 未払信託報酬 7,227,046   7,309,117   

 未払利息 79   57   

 その他未払費用 18,499   18,658   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,487,560,095   2,563,397,416   

 元本 2,752,434,916   2,611,528,538   

 次期繰越損益金 △  264,874,821   △   48,131,122   

(D) 受益権総口数 2,752,434,916口 2,611,528,538口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,038円 9,816円 
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第17期 第18期 

2019年４月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年10月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 42,280,002   39,967,156   

 受取配当金 42,285,397   39,972,090   

 受取利息 6   116   

 支払利息 △      5,401   △      5,050   

(B) 有価証券売買損益 15,506,288   170,211,051   

 売買益 16,027,414   173,322,894   

 売買損 △    521,126   △  3,111,843   

(C) 信託報酬等 △  7,245,545   △  7,327,811   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 50,540,745   202,850,396   

(E) 前期繰越損益金 △221,851,809   △162,196,537   

(F) 追加信託差損益金 △ 93,563,757   △ 88,784,981   

 (配当等相当額) (   46,753,264)  (   44,418,372)  

 (売買損益相当額) (△140,317,021)  (△133,203,353)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △264,874,821   △ 48,131,122   

(H) 収益分配金 0   0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △264,874,821   △ 48,131,122   

 追加信託差損益金 △ 93,563,757   △ 88,784,981   

 (配当等相当額) (   46,753,264)  (   44,418,372)  

 (売買損益相当額) (△140,317,021)  (△133,203,353)  

 分配準備積立金 393,055,421   411,773,509   

 繰越損益金 △564,366,485   △371,119,650   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 2,826,222,394円 

作成期中追加設定元本額 418,286円 

作成期中一部解約元本額 215,112,142円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9816円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は48,131,122円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年４月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年10月10日 

費用控除後の配当等収益額 36,978,423円 38,573,382円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 46,753,264円 44,418,372円 

分配準備積立金額 356,076,998円 373,200,127円 

当ファンドの分配対象収益額 439,808,685円 456,191,881円 

１万口当たり収益分配対象額 1,597円 1,746円 

１万口当たり分配金額 －円 －円 

収益分配金金額 －円 －円 
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三菱ＵＦＪ Ｊリート不動産株ファンド＜米ドル投資型＞（３ヵ月決算型）

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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